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双盤念佛について

輌 背双難0い0会が 剤立・O周年を迎えるにあたり双盤念佛0起涙につ

法要のときに僧侶によつて唱えられ.・ ものと 在率の人が寺堂
で唱えるものがあ

りま,¨ Q間の人の唱える双盤蔭補は薬輌 鶴普 鴨籐堂などで唱えるも

と
=わ
れますが 憎部 鳴えるもの団 則として

'な
の双盤攣 ますが 自蝸

0在家の方のたたくのは '枚から多い所では10枚の鉦の所もゃ, 閲西では

れて行われることが多いのです 僧侶の唱えるものは 鏑 0浄■
‐等幌に分布

するといつてよいのですが 関西 とくに灘凍県と和歌山県 鶉秦。神尉 県に

あつて 東北地方から北海道に名建派の恋構として残つています また九柑北部

土宗の寄院4曽幅ともに唱える双腱恣構があつたと思われますが 大東重戦争中

の金場償出によつて廃絶してしまつた所が多かつたと聞きました

学んで我が目に伝えたと言われている ;1丸含佛は 唐の時への発着0ために

極めて難解なものであ
' i声
は 工育山を洗う波音をリズム化したものだとも

15世紀前半 = 京都
の藤如堂で 十日十夜の

'日
称不断継佛Jが行われて

用応五年(“0雛蒼の光明寺a鶯様泉が 事

“

髯の大■tと も
に 富中ですIR0

移を催した この 子
=声
念制 を 後土御円天皇の効群を■て 燎着の発明寺に

難倉¨  光明寺に伝わる双盤念佛の平鉦には
'正
徳 3年,o71め 雲城



には
'見
政七年J(1"り の銘の変印があ

' 
鰤 年近 立ヽ 縦が,さ継がれている

この鰤 は,士祟寺院で十夜注要と言
'日

F・ を行う時に ,1丸念構を唱えるた

な佛とは お経や念体の
'ナ
ミアミダブツJ=長い節をつけて唱える方法で 普詞

は 木澄饉に似ている 者声を0ばして唱えるのがコンだと言われている

'確
法要Jとは 御¨ 祖様に承の奮,を供え構思感謝を表す浄土宗独自

の法要である 機 笙也と言,平安日 うヽにや1遍上人ときわれた鎌奮哺 の

鶯ぶ 'ナ ミアミグブツJと
=え
ることヽ 嬌楽往生を贖うというや上故を広めた

た卒 このヽ 上軟 盛ヽんであつた頃生きていて そういう人をと交わりを驚び柔
軟に対応した人の中に 東言宗中奥の人と言われる第建(興教大れ いたと言う
事など力ら 案言宗の寺院であつても 鎌奮嘲tか生町時代には 双催海輛や念

新久の籠應寺 中興の人と言われる第七せ 俊誉がtく なつたのが 望μ 年

(lЮ

"そ

の前後の数十年間は 不月無ではなく住戦が継続している事 第r.奄

れていたと考えられる 又双墟わ佛が 観昔様のお会,で 饉議饉行と合わせて

場
^千
手観番彗改築に伴い 双壌嬌佛に■

'大

敷を平成 19年 Ю I1 1,日 に東

京決草の宮本字之勁商店に張,言えに,つ た●・ 購中の曇書きが
'笠
丙申年Jと

嵩めた事分あ 安永五年(lηO I=造つたか晏替えたかしたと考えられる 藍,

ると 新久では =費   (17の 頃には ヌ盤念構が行わl いたと見てよい

年 11月 歯 ■ 薔久千手楓音双盤摯佛の会型 立した事に始まる
光明寺のホームヽ ―ジによると 書 正菫寺の機徒は 各年に違するとこの鉦

0師その指率が良かつたためか 和泉 舞岡 深谷●に戸嫁宿)'ら大鰤″若衆

"集
ま, その範を驚い合つた|さう その頃 正党寺の十夜法要は 二夜三日



(■ ヤサン‐つ  行われ 夜の機魚燿や丁半を楽 しんだようであるが 良畑のな

鷺で 夜になると 昼間の動 飯をこの汁に混ぜて オジヤ(お
"を

作ぃて

寒さをし
'い
だと言われている この栞ゲンチンは 夏在でも当寺の名働である

鎌合の光明寺では 1,月 ,,1～ち 日まで十夜法要が行われる 昼働ぎ●■

申法要も 盛大に拳行される 山開でい  大蔵では,芦念構と任供箋を

聞(事が出来る 爾夭も多数出慶するので販やかである

※ 大本山光颯07t場  神菊 1,熾蒼市材本座
`171,

円●は 濤暦 13年 (■つ 下野群賀嚇・ |)の生丸 苺鷹 21年 9濠 で出家し

下野の大憲キの門にはい , 大国 4年 809“ 歳で比叡山に登
`最
澄に師専

承和2年c鉤 >掟の招を受けて 承和5年0つ 入唐 鶴州綱元摯の宗頷から

梵学を 全雅から密数を学び 量和0年oに 帰途についたが 途中で級 ■
合、通 用に漂著した 帝洲を見学し 五台山の巡礼の折 五台山法通和尚から

号声0ゅを筆び ついでに 長安(男在の画鋤 まで足をのぼして 長安大興議
寺晰 政 育龍寺の義奥●●ら 密教や恐晏 壼台群の大法群 び 業願から上餞
を学ん,=

承和 12奏К&ゅ 皇帝武宗の構該弾肛を受けて承和 14今o4rtC'椰 し亀

帰餞後は 富1'での受葉師を養めた, ¨ 遺業を継承して実躇 =詢鰤廃 横

川に撲本経 な綱健し また法黎総寺Rを開いて天台務教の確立に努めた t

寿 4寿でつ 茉台座主
=性
をなる 芦鶴 6年la41に m菫筆 した 役に態覚

嬌久燿音と籠国や 大和市史研究お 号 仏藪民族際奥 Bカム餃大辞典
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双 盤 念 佛 に つ い て

が 16世紀は

一

圏寺で行われるようにな, そこから民同

機 ,泣盤篠俸として定着したと書粽 いる

想ムを唱えるだけでなく鉦や太鼓配 を鳴ら瞼 がら踊)だした■ この機 A

る 0であつ懃頸生きて
'ヽ
そういうメ雄と変わ

'議
●鵜に期ぶし

'V´
中に

薬言宗中興の人t官れ るお綾(難ゆ も,tという事から 東言宗
―

試みられ 0ヽでは・●1功 と涸像される

碗田自の中彙 0人と言われ

―

さくなつたが 宝永 0年 (170,)ヽ

そ

―

匈」
・
菖ダ

"椰
なく0"が籐 してヽ`る■

―

瀬 主とな

れる 最初■ ,｀たと思 れ 夕酸 の上に機 酵 て 町柳 齢 月ツ t,畿糧

今駐 胴内に
'平
成1'年
'0月
古日 両面張糧 東中 商店 社寺



すると6 70年は選るこ|になる

富寺0勁爆犠音堂む りの大大競に眠 恐 8年 (1832)の 勒 郵

新入鍼 審双数全 擁 の復 活

使藩,声があが
' 
平成4年 1月 1'3のM静 青樹火贈= 富等

―

J督高まつ
'L

新久麺 製鷲燿 [罐 寺本輌占 全孝悛晨 松下雄売●各氏が集ま,



ら1日おさに8E幅 を受状 その質円蒻″6贖
"=ヽ“

爾し
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 6月 10日 :鸞

"中
 饉の枠を西久保銀より保存会から借り 翌

その帰, 
一

嘲 富衛さん宅にお礼と摯告に箸
。た際に 般をItろ う

ヵmo商1攣 てみたが級つて
''コ
ヽなまたま 囀呼¢咆を買いに書つた浅車の

官率字之り う双盤鑑輩 0ている とんな大きさでも出来ると,こ

とだつたの■ 西久保観青と再略 と 藉 氏が期 を書い tu● 緩

超人となリ ド諌黒米要絆彙″名で会風華集をすることIЙO'=各崚 んに

動 回覧を依顔した無  =0名の希蟄師
'あ
0'● 10月申旬に前 t枠が出難

顆 4年 11月 23日犠 2は 新入■
"議
書に おいα 麟 鋼 藤 鋒卜勒

れ その後に餃立黎瞼が行われて正製 喘診 d嬌
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